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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

本日、不在者投票実施しています。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　利男様～3日間排便みられないため、主治医指示にて浣腸（120）施行。反応便（普通便多）あり。腰椎圧迫骨折後より活動範囲･活動量の低下もある為、水分摂取や腹部マッサージ、状況をみて歩行訓練も行っていきましょう。

・水梨　正一様～本日、朝・昼食ともほぼ不食で、37度台の発熱・湿性咳嗽聞かれている事から、本日夕より抗菌剤・去痰剤が３日分臨時処方となっており、又、血液代用剤・混合ビタミン剤・ビタミンＣ剤の点滴が処方となっています。点滴は終了後抜去の指示です。引き続き、バイタル測定・痰鳴時は適宜吸引を行い、喀痰除去を行っていきましょう。又、食事摂取量の観察も併せて行って下さい。

・古川　徳一様～午後より37台の発熱見られ、黄色の排痰見られる事から主治医診察にて抗菌剤が本日夕より３日分臨時処方となっています。引き続き、バイタル測定・濃縮尿見られている為適宜水分補給を行っていきましょう。

・松田　信夫様～夜間の睡眠の不安定さ見られている事から、主治医診察にて精神神経用剤が本日就床前より２日分臨時処方となっています。引き続き、夜間の睡眠状態・表情の変化の観察、気分変動について注意し関わっていきましょう。又、入浴の拒否が見られ、促しに「風呂場が汚いから入らないんだ」と話されています。月～土曜日まで１階・２階と交互に入浴となっていますので、引き続き、入浴の声掛けを行っていき、粗暴的となる可能性がありますので複数で対応する様にしていきましょう。

・荒屋敷　チエ様～本日主治医と問診しています。気分については変わらないと話されていますが、俳句のプログラムや心理スタッフと月１回３０分程度の話がしたいと希望聞かれています。ＯＴ・心理へ情報提供しています。プログラムに関わらず、日頃から本人へ話し掛け、言語化出来る様関わっていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・長根　　斑男様～皮膚科診察にて、皮膚状態改善みられない為、副腎皮質ホルモン剤　1T

１×朝（4/5～）処方となっています。皮膚の状態観察、感染防止、清

潔保持をしていきましょう。

・上田　　正男様～皮膚科診察にて、皮膚状態改善みられない為、副腎皮質ホルモン剤　2T

２×ndE（4/4夕～）処方となっています。皮膚状態の観察とともに精神症状（イライラ感・行動の荒さなど）も観察していきましょう。

・田中　　清　様～アイソジェン注入数が２－１－１⇒２－２へ変更となります。服薬回数は３×ndEのままとなりますので、間違えのないようにしていきましょう。

・２Ｆ食事介助の際は、長根　斑男様が早食いされており、誤嚥の可能性がある為、松浦佐恵子様の隣に座っていただき、見守り・声掛けを行うようにしましょう。必要時食事形態の見直し・検討も行っていきましょう。

＜褥瘡状態評価・検討＞

・永洞　恭子様～時に浸出液みられています。洗浄・処置を行うほかに、きちんと清潔な状態が保たれるようにしていきましょう。

・竹内　セツ様～浸出液・徐々に範囲拡大あり。清潔保持を保つほか、圧迫物の除去や適度な運動を声掛けしていきましょう。

・水梨　正一様～皮膚科診察にて臀部に褥瘡あり。アズクロ処置追加となっています。現在食事摂取状況悪く、便失禁等もみられている為、清潔保持や体位変換、補食などでも対応していきましょう。

・見付　喜久様～臀部発赤みられて来ています。食事摂取状況もあまり良くない為、補食対応や体位変換、圧迫物の除去などで悪化を防いでいきましょう。

＜心理検査報告＞

西沢　正　様～MMS　　前回（H17.8）１９点⇒今回（H19.2）１５点

　　　　　　　HDS－R　前回（H17.8）１１点⇒今回（H19.2）１０点

　　　　　　　関わり方

· 聴覚的関わりより視覚的関わりの方が効果的である

· 長い文章・言葉ではなく、短い文章・言葉で。
· 今やるべき事は理解できる。
· 話題からずれる事あるが、修正すれば理解できる。
· 日時確認は継続していく。
峰田　満男様～MMS　　前回（H17.8）２６点⇒今回（H19.2）２６点

　　　　　　　HDS－R　前回（H17.8）２６点⇒今回（H19.2）２８点

　　　　　　　（非認知症状態）　

関わり方

· 聴覚的関わりより視覚的関わりの方が記憶に残りやすい。

· 今やるべき事は理解し、対応出来ている。

· 枠を決めた方が効果的。

· 自尊心を保つような関わりが必要。







